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         コンクリート積みブロック等の取扱いについて（通知）

  コンクリート積みブロック等の取扱いについて（昭和５５年３月３日付発管第３
０号土木部長通知）の一部を下記のとおり改正し、昭和６２年度発注に係る工事か
ら適用することとしましたので、取扱いについては遺憾のないようにしてください。

コンクリート積みブロック等の取扱いについて

１  この取扱いは積みブロック、張りブロック、平張りブロック、連結ブロック（以
  下「ブロック」という。）について適用する。

２  ブロックの使用に当たっては、原則としてＪＩＳ製品を使用するものとする。

３  監督員は、ブロックを使用する場合、製造工場の受注状況、生産能力を把握し、
  工事工程に支障が生じないよう留意しなければならない。

４  監督員は、ブロックを使用するときは、次の事項に留意し、使用しなければなら
  ない。

（１）同一契約の工事現場においては、同種のブロックを使用すること。但し、使用
    場所の状況から構造的に使用目的を異にする場合は、この限りでない。
（２）現場が既設ブロックに接続する場合、又は、河幅が５０メートル以下の対岸に
    既設ブロックがある場合は、原則として同一のブロックを使用すること。
（３）監督員は、請負者が県内産のＪＩＳ製品のブロックを使用する場合、財団法人
    鳥取県建設技術センターで定期的（３箇月に１回）に試験を実施している製品に
    ついては、様式第１号による使用届を提出させること。
（４）監督員は、請負者が（３）以外の県内産のＪＩＳ製品ブロックを使用する場合、
    鳥取県土木工事施工管理基準第４品質管理３による試験場所
    （以下「試験場所」という）の当該試験成績書（３箇月以内のもの）を様式第２
    号による使用承認願に添付して提出させ、ＪＩＳＡ５３２３の基準により審査を
    行い承認すること。
（５）監督員は、請負者が（３）及び（４）以外のブロックを使用する場合、工事箇
    所ごとに規定された試験場所の当該試験成績書
    （３箇月以内のもの）を様式第２号による使用承認願に添付して提出させ、ＪＩ
    ＳＡ５３２３の基準に準じて審査を行い承認すること。
（６）監督員は、ブロック納入時に次に定める事項を外観検査する。
   ア  全面において３ｃｍ以下の破損が２箇所までは合格とする。但し、面につい
     ての破損又は剥離は１箇所までとする。
   イ  胴のヘアークラックが１側面の縁端から縁端にわたる場合、又は、２面にわ
     たる製品は不合格とする。
   ウ  空隙又はコンクリートが、完全に充填されていないと認められるブロックに
     ついては、質量検査を行い、ＪＩＳＡ５３２３の基準に従い合否を判定する。



様式第１号（Ｂ５版）



様式第２号（Ｂ５版）

（注）２部提出すること。


